
平 成 １６ 年 初 盆 の お 家
喪　　　主 続柄 故人名 命　　日 享年（数え年） 地 区 名

染　矢　和　陽 祖父 國　喜 １５年８月 ８日 ８８歳 佐伯市・鶴岡町

簀　戸　春　生 母 イ　シ ８月３１日 ８９歳 仁田原・岸の上

山　田　桂　子 父 箴 ９月１２日 ８６歳 蒲江町・尾　浦

川　野　　　剛 父 眞治郎 １０月２５日 ６０歳 赤　木・堂　師

鳴　海　美津子 夫 佐　吉 １２月 ８日 ６２歳 佐伯市・鶴岡町

小　戸　タマヱ 夫 成　夫 １２月１７日 ７９歳 宇目町・大　平

山　内　一　平 母 久　子 １６年２月 ３日 ８４歳 赤　木・吹　原

永　川　政　子 長男 博　幸 ２月１４日 ３９歳 別府市・石垣東

木　下　保治郎 母 ハマ子 ２月２１日 ９１歳 蒲江町・尾　浦

小　野　邦　彦 父 傅　治 ３月 ９日 ７３歳 佐伯市・中の島

林　　　裕　人 父 一　人 ３月１７日 ７６歳 仁田原・柚の原

小　野　幸　子 夫 素　行 ３月２６日 ７５歳 佐伯市・臼　坪

永　冨　マツヱ 夫 適　信 ４月 ８日 ７７歳 佐伯市・長島町

鳴　海　廣　数 父 要 ５月１５日 ８８歳 別府市・上平田

木　下　智　明 父 直　義 ７月 ６日 ６８歳 佐伯市・女島区

※下記の方は四十九日がお盆を過ぎますので、初盆は来年に行います。

深　田　喜久子 夫 和　美 ７月 ７日 ７４歳 上直見・川　又
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※
葬
儀
や
天
候
の
都
合
で
日
程
を
延
ば
す
場
合
は
、
地
区
世
話
人
様
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
、
座
敷
に
上
が
ら
ず
、
草
鞋
・
合
羽
で
お
参
り
致
し
ま
す
。（
軒
先
で
の
お
勤
め
を
致
し
ま
す
。）

台
風
な
ど
の
延
期
に
伴
い
１４
日
の
地
区
が
１６
日
以
降
に
成
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

又
、
留
守
の
家
は
外
か
ら
お
経
を
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

☆平成16年　お盆参りの日程☆

昨年とは日程や地区順が違います。お確かめください。
始まりと終わりの時間は昨年を参照にしています。だいたいの目安にしてください。

期　日 日 　 柄 午　前　〜　正　午 正　午　〜　夕　方

８月１日 盆 入 り
９時頃から午後２時頃まで　中津留（赤木）⇒立長

（日曜日） 路作り盆

８月２日
塚　　日 ９時頃から午後３時頃まで　岸の上⇒天津留⇒下城

（土曜日）

８月３日
９時頃から午後３時頃まで　椛ケ原⇒杭の内⇒内水

（火曜日）

８月４日
９時頃から午後２時頃まで　大久保⇒萱垣⇒大鶴

（水曜日）

８月５日 ９時頃から午後１時頃まで 午後２時頃から午後６時頃まで
煤掃き盆

（木曜日） 栗林⇒向船場⇒園 学校下⇒神内⇒野の内

８月６日 ９時頃から午後２時頃まで 午後３時頃から午後７時頃まで
友　　引

（金曜日） 市屋敷⇒堂師 間庭⇒江河内

８月７日 池替盆（井戸・ ９時頃から午後１時頃まで 午後２時頃から午後５時頃まで
（土曜日）墓掃除）・立秋 新中⇒久留須 佐伯Ａ地区

８月８日 ９時頃から午後２時頃まで 午後３時頃から午後５時頃まで
（日曜日） 細川内⇒吹原⇒道の内 水口・間⇒弥生

８月９日 ９時頃から午後２時頃まで 午後３時頃から午後５時頃まで
（月曜日） 黒岩⇒横川⇒羽木蜷⇒中津留 神の原⇒川又

８月１０日
９時半頃から午後３時頃まで　宇目町⇒延岡市⇒日向市

（火曜日）

８月１１日
花取り盆 ９時頃から午後５時頃まで　上の地⇒柚の原⇒竹の下

（水曜日）

８月１２日 １０時頃から午後４時頃まで　 午後５時頃から午後
友　　引

（木曜日） 畑の浦⇒尾浦⇒鶴見⇒木立 ８時頃まで　別府市

８月１３日
精霊迎え盆 ９時半頃から午後７時頃まで　大分市⇒臼杵

（金曜日）

８月１４日
盂 蘭 盆 ９時半頃から午後６時頃まで　佐伯Ｂ地区

（土曜日）

８月１５日 盂 蘭 盆
１０時頃から正午頃まで初盆各家（前ページ参照）

（日曜日） 精霊流し

８月１６日
精霊送り盆 １５日までにお参り出来なかった各檀家

（月曜日）

こ
の
期
間
に
該
当
す
る

初
盆
の
家
は
、
こ
の
日

に
お
参
り
致
ま
す
。
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《
正
定
寺
花
園
会
役
員
名
簿
》

花
園
会
会
長（
檀
徒
総
代
）

柳
　
井
　
道
　
則

花
園
会
役
員（
檀
徒
総
代
）

小
　
野
　
永
　
生

花
園
会
役
員（
檀
徒
総
代
）

柳
　
井
　
孝
　
義

花
園
会
会
計
・
庶
務

村
　
西
　
栄
　
二

花
園
会
女
性
部
部
長

矢
　
野
　
侃
　
可

花
園
会
女
性
部
副
部
長

竹
　
下
　
好
　
子

花
園
会
女
性
部
副
部
長

河
　
野
　
豊
　
美

花
園
会
女
性
部
会
計
・
庶
務

久
保
田
　
キ
ヨ
ヱ

花
園
会
青
壮
年
部
長

小
田
木
　
聖
　
孝

《
正
定
寺
花
園
会
地
区
世
話
人
名
簿
》

内
水
地
区

戸
高
　
　
忠

椛
杭
地
区

御
手
洗
豊
喜

岸
の
上
地
区

宮
脇
　
正
美

上
の
地
地
区

小
野
　
泰
雄

細
川
内
地
区

御
手
洗
晴
視

柚
の
原
地
区

鉄
山
　
昌
美

黒
岩
地
区

小
野
　
　
山

大
鶴
地
区

下
川
　
雅
秀

羽
木
蜷
地
区

大
竹
　
昭
二

横
川
地
区

大
原
　
　
昇

神
の
原
地
区

足
立
　
米
寿

神
栗
地
区

甲
斐
　
一
男

市
屋
敷
地
区

安
藤
　
智
公

堂
師
地
区

廣
瀬
　
豊
喜

野
の
内
地
区

岩
佐
　
昭
一

立
長
地
区

廣
瀬
伊
久
生

中
道
地
区

安
藤
　
鉄
也

吹
原
地
区

宮
下
　
　
与

久
留
須
地
区

渡
辺
　
淳
一

間
庭
・
中
津
留
地
区

甲
斐
　
健
平

竹
園
地
区

佐
竹
　
伸
幸

佐
伯
地
区

仲
宮
　
哲
男

江
河
内
地
区

河
野
　
　
林

尾
浦
地
区

山
本
　
浅
雄

花
園
会
会
計
監
査
委
員

佐
　
竹
　
伸
　
幸

花
園
会
会
計
監
査
委
員

小
　
野
　
泰
　
雄

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

久
保
田
　
　
　
操

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

小
　
野
　
明
　
美



正定寺花園会女性部発足１０周年記念

京都本山妙心寺参拝計画
平成５年の１１月に会員４０名で、正定寺花園会婦人部（現・正定寺花園会女性部７２名）がスタートしました。
初代会長に吉内喜代さんが就任。山門施餓鬼をはじめ正定寺の各法要に積極的に参加。毎年の研修旅行

や各教区の研修にも出席。直川苑へのボランティアやグランドゴルフ大会などなど、その活動や組織は花
園法皇のご遺徳を継承し御仏の教えに導かれ今日に至っています。このたび正定寺花園会女性部の発足１０
周年を迎え、京都ご本山への参拝旅行を計画致しました。
女性部をはじめ各壇信徒の皆さんへご案内申し上げます。
締め切りは９月末日の予定で、３０名（女性部が優先）になり次第締め切らせて頂きます。

日　　時：平成１６年１１月７日〜１０日（３泊４日）
旅　　費：７０,０００円
募集人員：３０名
取り扱い：佐伯駅旅行センター（０９７２−２２−２６４２）

日 次 月　　日 日　　　　　　　　　　　　　　　　　程

１１月７日 直川駅（寝台特急・彗星） 車中泊
１

（日曜日） １９：４０発

京都駅　　　貸切バス　　　嵐山（トロッコ列車）
７：５２着　　　　　　　　 ９：２８発

１１月８日
２ 亀岡（保津川下り）船　　　嵐山（昼食） 天竜寺参拝

（月曜日）
大河内山荘　　　花園会館（妙心寺）

１６：００着

本山参拝・花園会館　　　祇園　　　祇園おどり
７：００　 １０：００発　　　　　　 １２：３０（１３：００）

１１月９日
３ 祇園散策　　　知恩院　　　東本願寺　　　東寺

（火曜日）
京都駅（寝台特急・彗星）
１９：３０発

１１月１０日 直川駅
４

（水曜日） ８：３０着
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第
６
回

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
月
２０
日
、
第
６
回
正
定
寺
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
晴
天
の
中
、
直
川
苑
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
約
７０
名
は
日
頃
の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
て
、
１２
チ
ー
ム
が
対
戦
致
し
ま
し
た
。

８
時
３０
分
に
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
直
川
苑
チ
ー
ム

が
優
勝
旗
返
還
、
今
山
智
行
選
手
が
選
手
宣
誓
を
し
て

３
時
間
の
熱
戦
が
続
き
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
、
お
彼
岸
に
合
わ
せ
て
本
山
布
教
師

（
広
島
県
三
次
市
　
鳳
源
寺
住
職
　
和
田
牧
生
師
）に
よ

る
お
説
教
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

第
６
回
正
定
寺
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

優
　
　
勝

下
直
見
上
チ
ー
ム

準

優

勝

赤
木
Ｂ
チ
ー
ム

三
　
　
位

横
川
チ
ー
ム

ブ
ビ
ー
賞
　
仁
田
原
Ａ
チ
ー
ム

長

寿

賞
　
男
子
…
…
平
野
福
雄
さ
ん（
９０
才
）

女
子
…
…
鳴
海
タ
ヨ
さ
ん（
８７
才
）
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毎
年
一
月
二
十
日
に
大
般
若
の
転
読
法
要
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

和
尚
さ
ん
を
大
勢
招
い
た
今
年
の
大
般
若
会
も
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
檀
信
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
の
方
な
ど
三
百
名
の
参
拝
者

に
本
堂
は
一
杯
に
な
り
盛
大
の
う
ち
に
無ぶ

事じ

円え
ん

成
じ
�
う

致
し
ま
し
た
。

大
般
若
経
は
、「
西
遊
記
」
の
玄げ

ん

奘
じ
�
う

三さ
ん

蔵ぞ
う

法ほ
う

師し

に
よ
っ
て
貞
観
十
九
年

（
六
四
五
）イ
ン
ド
、
中
国
そ
し
て
日
本
と
伝
え
ら
れ
た
、
あ
の
般
若
心
経

の
元
に
な
る
教
典
で
す
。

六
百
巻
に
納
め
ら
れ
た
教
え
は
六
十
億
四
千
万
字
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

正
定
寺
で
は
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）に
第
五
世
の
活か

つ

門も
ん

和お

尚し
�
う

が
「
毛も

う

利り

伊い

勢せ

の
守か

み

寄
付
地
」
で
あ
っ
た
当
地
に
寺
を
移
し
た
際
、
壇
信
徒
の
「
厄

除
け
」
に
と
始
め
た
祈
祷
法
要
で
す
。

歴
史
の
中
に
そ
の
法
要
の
有
難
さ
が
現
れ
て
い
ま
す
。

来
年
も
是
非
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
拝
下
さ
い
ま
せ
。

花花園園会会世世話話人人総総会会とと女女性性部部総総会会
６月２０日に献茶会と花園会女性部総会が行われました。
平成１５年度の事業・会計の報告と、１６年度の行事計

画・予算が話し合われました。女性部は７２名からなり、
本年は正定寺花園会女性部の発足１０周年記念行事（本山参
拝）などの報告がありました。

同日の午後４時からは、定例花園会世話人総会があり、
昨年度・本年度の行事・会計が話し合われました。会計
報告等の詳細は地区世話人さまか総代にお尋ね下さい。

恒
例
の
大

だ
い

般
は
ん

若
に
�

会え

盛
大
に

位牌堂でご先祖さまにお線香を手向ける今年も豪華な景品
体調をこわしていた故林一人総代さん
に代わって挨拶する柳井道則総代さん 本堂一杯の参拝者

接待に奮闘する花園会女性部接待に奮闘する花園会女性部本堂でのお接待楽しみなもち投げで無病息災

大般若にお招きした和尚さま方

ありがたい　大般若経
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９月２２日は

山門大施餓鬼会
五色の幡が本堂に飾られ、独特なお経声で行われる

山門大施餓鬼会。
年に一度のこの法要は、皆さまから届けられたご先

祖さまの戒名が厳かな法要の中で一霊一霊お唱えされ
ます。

日頃は忙しくてなかなかお寺にお参り出来ない方々
も、是非都合を付けてご家族連れでお参り下さい。

９月になりましたら、花園会女性部がご案内致しま
す。

（単位名：％） 

護持金 
寄付金 
繰越金 
諸収入 

（単位名：％） 

護持金 
寄付金 
繰越金 
諸収入 

（単位名：％） 

宗　費 
護持費 
年中行事 
事務費 
教化布教費 
諸支出金 
公課共済費 
財産管理費 
償還金負担金 
予備費 

（単位名：％） 

宗　費 
護持費 
年中行事 
事務費 
教化布教費 
諸支出金 
公課共済費 
財産管理費 
償還金負担金 
予備費 

平成15年度花園会一般会計決算書 

平成16年度花園会一般会計予算書 

収　入 
2,724,165円 

91.9

92.1

7.5

0.4

7.3

0.8

14.3

13.3

20.4

20.4

14.4
12.1

5.5

12.1

9.2

1.9

2.1

1.9

10.2
6.52.2

12.8

9.8

9.9

支　出 
2,524,220円 

収　入 
2,690,000円 

支　出 
2,690,000円 

20.620.6

20.4

平成15年度花園会（祭壇管理特別会計）決算書
収　入

科　　目 決 算 額（円） 備　　考
祭 壇 使 用 料 20,000 祭壇使用料10,000×２件
寄　　付　　金 0
繰　　越　　金 44,095 平成14年度より繰越
諸　　収　　入 2 預金利子
合　　　計 64,097

支　出
科　　目 決 算 額（円） 備　　考

祭 壇 修 繕 費 0
備 品 購 入 費 0
更 新 積 立 金 0
予　　備　　費 0

合　　　計 0
歳入ー歳出＝64,097円（平成16年度へ繰越）

平成16年度花園会（祭壇管理特別会計）予算書
収　入

科　　目 予 算 額（円） 備　　考
祭 壇 使 用 料 20,000 祭壇使用料10,000×２件
寄　　付　　金 1,000
繰　　越　　金 64,097 平成15年度より繰越
諸　　収　　入 3 預金利子等

合　　　計 85,100

支　出
科　　目 予 算 額（円） 備　　考

祭 壇 修 繕 費 20,000 修繕費用
備 品 購 入 費 20,000
更 新 積 立 金 41,000 新規更新時の積立て
予　　備　　費 4,100

合　　　計 85,100




